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は
じ
め
に

　
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
水
田
の
畑
地

利
用
が
開
始
さ
れ
て
40
年
ほ
ど
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
近
年
、
転
換
畑
に
作
付

さ
れ
た
大
豆
の
生
育
と
収
量
性
が
思
わ

し
く
な
く
、
『
地
力
』
の
低
下
を
懸
念

す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
水
田
と
比
較
し
て
畑
で
は
、
表
面
土

層
の
通
気
が
充
分
な
た
め
土
壌
に
い
る

微
生
物
や
小
動
物
の
活
性
が
大
き
く
て

有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
、
有
機
物

の
量
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
実
際
の
圃
場
で
も
、
水

田
を
畑
地
利
用
す
る
期
間
が
長
く
な
る

に
つ
れ
、土
壌
中
の
有
機
物
が
分
解
し
て

減
少
し
『
地
力
』
の
低
下
の
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
ま
し
た
。
有
機

物
の
減
耗
は
、
作
物
生
育
期
間
中
に
土

壌
か
ら
供
給
さ
れ
る
窒
素
養
分
量
の
減

少
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
水

田
土
壌
に
つ
い
て
作
物
へ
の
供
給
量
の

目
安
で
あ
る
可
給
態
窒
素
量
を
調
べ
ま

し
た
。

水
田
土
壌
の
可
給
態
窒
素
量
の
低
下

　
私
た
ち
の
研
究
所
の
水
田
圃
場
で
は
、

可
給
態
窒
素
量
は
過
去
5
年
間
の
大
豆

作
付
回
数
に
応
じ
て
ほ
ぼ
直
線
的
に
減

少
し
て
い
ま
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、

3
年
１
巡
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
生
産
者
の
圃
場

で
も
、
水
稲
作
付
後
で
比
較
す
る
と
、

可
給
態
窒
素
量
は
、
水
田
を
続
け
て
い

る
圃
場
（
転
作
な
し
）
に
比
べ
て
小
さ

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
圃
で
大
豆
作
付
直
後
に
可
給
態
窒
素

量
が
大
き
い
現
象
は
、
大
豆
作
が
有
機

態
窒
素
成
分
の
可
給
態
化
を
過
度
に
促

進
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
後
の
有

機
物
減
耗
に
つ
な
が
る
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　
一
方
、
粗
粒
質
の
土
壌
が
広
が
り
『
地

力
』
の
低
下
が
著
し
い
と
み
ら
れ
る
富

山
県
で
は
、
大
豆
作
付
回
数
の
異
な
る

生
産
者
圃
場
の
土
壌
を
ポ
ッ
ト
に
詰
め

て
大
豆
の
栽
培
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
豆
の
作
付
回
数
が

多
く
、
土
壌
の
可
給
態
窒
素
量
が
小
さ

い
ほ
ど
大
豆
の
子
実
収
量
が
低
く
な
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）
。

　
可
給
態
窒
素
量
の
低
下
は
、
生
産
者

の
圃
場
で
も
認
め
ら
れ
、
大
豆
の
生
育

に
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
現
在
は
、
土
壌
へ
の
有
機

物
施
用
に
よ
る
可
給
態
窒
素
増
強
対
策

技
術
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

! !

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中
心
に
お
話

す
る
市
民
講
座
を
19
年
10

月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

毎
月
、第
２
土
曜
日（
9
時

30
分
〜
10
時
30
分
）に
食

と
農
の
科
学
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
14
回
11
月
8
日（
土
）

　
　
ナ
タ
ネ
・
ヒ
マ
ワ
リ

　
　
で
地
域
お
こ
し

第
15
回
12
月
13
日（
土
）

　
　
身
近
な
野
鳥
を

　
　
知
る

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 
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農
業
情
報
・
情
報
技
術
世
界
会
議

（
東
京
農
業
大
学
）

　
農
業
情
報
・
情
報
技
術
世
界
会
議
（IA

A
L
D
-

A
F
IT
A
-W
C
C
A
 
2008

）
が
農
研
機
構
も
共
催
し

て
8
月
24
日
〜
27
日
の
間
、

東
京
農
業
大
学
厚
木
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
43
ヶ
国
か
ら
外
国

人
1
7
0
名
を
含
む

2
6
0
名
が
参
加
し
、

2
2
0
の
講
演
発
表
に

対
し
熱
心
な
討
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
中
央
農
研

は
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
主
催
や
20
報
以
上
の
講
演

発
表
を
行
う
と
共
に
、大
会
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
の
編

集
作
業
や
会
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
な
ど
会
議
運
営

も
中
心
的
に
担
い
ま
し
た
。
　

サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
る

　
８
月
６
〜
８
日
に
、高
校
生
が
研
究
者
か
ら
直
接
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、J
S
T
主
催
の
科
学
技

術
体
験
合
宿
、サ
マ
ー
・

サ
イ
エ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
プ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

央
農
研
で
は
１０
人
が
イ

ネ
い
も
ち
病
な
ど
の
作

物
の
病
害
と
作
物
害
虫

の
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
関
し
て

講
師
か
ら
説
明
を
受
け
、

興
味
深
そ
う
に
実
験
や

観
察
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
将
来
へ
の
夢
を
描
く
す
ば
ら
し
い
き
っ
か
け
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

学
会
賞
受
賞

・
金
井
源
太
（
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
循
環
研
究
チ
ー
ム
）

　
農
業
施
設
学
会
奨
励
賞

　
受
賞
日
　
平
成
２０
年
８
月
２１
日

　
タ
イ
ト
ル 

 

高
水
分
コ
ム
ギ
の
粒
厚
選
別
を
利
用
し

　
た
水
分
乾
燥
技
術
に
関
す
る
研
究

・
法
隆
大
輔
（
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
研
究
チ
ー
ム
）

　
農
業
情
報
学
会
学
術
奨
励
賞

　
受
賞
日
　
平
成
２０
年
８
月
２４
日

　
タ
イ
ト
ル  

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
農
業
分
野
へ
の
適

　
用
に
関
す
る
基
礎
研
究

・
平
藤
雅
之
（
フ
ィ
ー
ル
ド
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
研
究
チ
ー
ム
）

　
農
業
情
報
学
会
論
文
賞

　
受
賞
日
　
平
成
２０
年
８
月
２４
日

　
タ
イ
ト
ル  

施
設
園
芸
に
お
け
る
生
産
履
歴
情
報
の

　
収
集
と
活
用
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
用
ア
プ
リ

　
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

・
恒
川
磯
雄
（
農
業
経
営
研
究
チ
ー
ム
）

　
日
本
農
業
経
営
学
会
論
文
賞

　
受
賞
日
　
平
成
２０
年
９
月
１１
日

　
タ
イ
ト
ル  

飼
料
用
稲
を
基
軸
と
す
る
耕
畜
連
携
シ

　
ス
テ
ム
導
入
の
費
用
と
便
益
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図1 過去5年間の大豆作付回数と可給態窒素量
 との関係

図2 転作の無い圃場と3年1巡ブロックローテー
 ションにおける前作状況別の可給態窒素量

図3 可給態窒素量と大豆子実重との関係
 （富山農総センター）



特　集 臭化メチル剤から完全に脱却する栽培マニュアルの開発

研究管理監　　高橋　賢司

図4 日本の全廃期限（2005年）以降における不可欠用途用臭化メチル剤の
 申請量と認可量の変遷

図2 メロンえそ斑点病の茎葉と
 果実の病状 

図3 トウガラシ類モザイク病によって黄色の条斑が出た
 ピーマン果実 

図1 南極上空に出現したオゾンホール
（2006年9月24日の観測図、NASA提供）

は
じ
め
に

 
成
層
圏
の
オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
か
ら
地
球

に
降
り
注
ぐ
、
生
物
に
と
っ
て
有
害
な
紫
外

線
を
吸
収
す
る
働
き
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
南
極
上
空
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
が
極
端
に
薄

く
な
っ
た
「
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
」
（
図
1
）
が

出
現
す
る
な
ど
、
地
球
上
の
生
物
に
と
っ
て

危
機
的
と
も
言
え
る
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
傾
向

が
観
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
を
食
い
止
め
保
護
す
る
国
際
的
対
策
の
枠

組
み
が
「
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
条
約
」
と
し
て
1
9
8
5
年
に
定
め
ら

れ
た
。
条
約
制
定
を
受
け
1
9
9
2
年
に
は
、

「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」
第
4
回
締
約
国
会

合
に
お
い
て
、
臭
化
メ
チ
ル
剤
が
オ
ゾ
ン
層

破
壊
関
連
物
質
に
指
定
さ
れ
た
。

 
臭
化
メ
チ
ル
剤
は
、
土
壌
伝
染
性
病
害
虫

や
雑
草
に
よ
る
被
害
防
止
に
卓
効
を
示
す
土

壌
消
毒
剤
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
農
業
現
場
で

広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
関
連
物
質
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら

そ
の
製
造
と
使
用
は
国
際
的
に
規
制
さ
れ
、

日
本
を
含
む
先
進
諸
国
で
は
2
0
0
5
年
以

降
は
ど
う
し
て
も
必
要
（
不
可
欠
）
な
場
合

や
検
疫
な
ど
特
別
の
用
途
以
外
で
の
使
用
は

原
則
廃
止
さ
れ
た
。

 臭
化
メ
チ
ル
剤
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢

 
臭
化
メ
チ
ル
剤
を
不
可
欠
用
途
用
と
し
て

使
用
す
る
に
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書

締
約
国
会
合
に
使
用
を
申
請
し
、
会
合
が
メ

チ
ル
技
術
選
択
肢
委
員
会
（M

B
T
O
C

）
の

査
定
を
参
考
に
、
経
済
的
か
つ
実
用
的
に
実

行
可
能
な
代
替
技
術
が
皆
無
と
判
断
し
申
請

を
認
可
す
る
必
要
が
あ
る
。
我
が
国
は
ク
リ

シ
ギ
ゾ
ウ
ム
シ
を
対
象
と
す
る
く
ん
蒸
用
と
、

メ
ロ
ン
え
そ
斑
点
病
（
図
2
）
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
類
モ
ザ
イ
ク
病
（
図
3
）
、
キ
ュ
ウ
リ
緑

斑
モ
ザ
イ
ク
病
、
ス
イ
カ
緑
斑
モ
ザ
イ
ク
病

な
ど
の
土
壌
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス
病
お
よ
び
シ

ョ
ウ
ガ
根
茎
腐
敗
病
を
対
象
に
土
壌
消
毒
用

と
し
て
不
可
欠
用
途
の
使
用
を
申
請
し
て
き

た
。
2
0
0
6
年
ま
で
は
申
請
が
ほ
ぼ
全
量

認
め
ら
れ
た
が
、
2
0
0
7
年
以
降
は
認
可

率
が
減
少
し
（
図
4
）
、
ま
た
、
2
0
1
1

年
ま
で
に
は
完
全
に
全
廃
せ
よ
と
の
勧
告
も

M
B
T
O
C

か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
勧

告
に
対
し
て
日
本
は
、
現
状
で
は
臭
化
メ
チ

ル
剤
を
全
廃
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
3
年
を
全
廃
期

限
と
す
る
「
不
可
欠
用
途
臭
化
メ
チ
ル
国
家

管
理
戦
略
」
を
独
自
に
作
成
し
、
そ
れ
ま
で

に
計
画
的
に
代
替
技
術
体
系
を
開
発
す
る
こ

と
で
理
解
を
求
め
た
。
そ
の
回
答
に
、

M
B
T
O
C

は
理
解
を
示
し
た
が
、
前
提
で
あ

る
代
替
技
術
の
開
発
が
少
し
で
も
停
滞
す
れ

ば
「
真
剣
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」

と
し
て
全
廃
期
限
の
前
倒
し
が
再
燃
す
る
恐

れ
は
消
え
て
い
な
い
。

臭
化
メ
チ
ル
剤
か
ら
脱
却
す
る
栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
開
発

 
我
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
に
臭
化
メ
チ
ル
剤

に
代
わ
る
各
種
の
土
壌
病
害
防
除
技
術
を
開

発
し
て
き
た
。
し
か
し
個
々
の
技
術
単
独
で

は
効
果
が
不
十
分
あ
る
い
は
経
済
的
に
実
効

性
を
伴
わ
な
い
な
ど
、
現
在
の
生
産
現
場
で

は
必
ず
し
も
臭
化
メ
チ
ル
剤
へ
の
依
存
か
ら

脱
却
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
年
度
か

ら
農
林
水
産
省
の
競
争
的
資
金
に
よ
り
、
中

央
農
研
を
中
心
に
独
法
、
公
立
お
よ
び
民
間

合
わ
せ
16
の
研
究
機
関
が
参
加
す
る
「
臭
化

メ
チ
ル
剤
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
産
地
適
合

型
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
開
発
」
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
５
年
計
画
で
開
始
し
た
。
こ
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
産
地
で
慣
行

と
な
っ
て
い
る
臭
化
メ
チ
ル
剤
を
利
用
し
た

栽
培
歴
に
取
っ
て
代
わ
り
、
現
在
利
用
で
き

る
個
別
技
術
を
体
系
化
、
あ
る
い
は
新
規
個

別
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
そ
れ
ら

を
順
次
体
系
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

2
0
1
3
年
ま
で
に
実
効
性
の
あ
る
脱
臭
化

メ
チ
ル
剤
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
開
発

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
如
何
が
、
現
場

に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
く
2
0
1
3

年
ま
で
に
、
臭
化
メ
チ
ル
剤
か
ら
の
完
全
脱

却
へ
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
か
否
か

を
決
め
る
こ
と
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
極
め
て
責
任
の
重
い

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
現
場
の
期
待
を
担
う
や
り
が
い
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。



特　集 臭化メチル剤から完全に脱却する栽培マニュアルの開発

研究管理監　　高橋　賢司
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 ピーマン果実 

図1 南極上空に出現したオゾンホール
（2006年9月24日の観測図、NASA提供）

は
じ
め
に

 
成
層
圏
の
オ
ゾ
ン
層
は
、
太
陽
か
ら
地
球

に
降
り
注
ぐ
、
生
物
に
と
っ
て
有
害
な
紫
外

線
を
吸
収
す
る
働
き
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、
南
極
上
空
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
が
極
端
に
薄

く
な
っ
た
「
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
」
（
図
1
）
が

出
現
す
る
な
ど
、
地
球
上
の
生
物
に
と
っ
て

危
機
的
と
も
言
え
る
オ
ゾ
ン
層
の
減
少
傾
向

が
観
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
を
食
い
止
め
保
護
す
る
国
際
的
対
策
の
枠

組
み
が
「
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
条
約
」
と
し
て
1
9
8
5
年
に
定
め
ら

れ
た
。
条
約
制
定
を
受
け
1
9
9
2
年
に
は
、

「
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
」
第
4
回
締
約
国
会

合
に
お
い
て
、
臭
化
メ
チ
ル
剤
が
オ
ゾ
ン
層

破
壊
関
連
物
質
に
指
定
さ
れ
た
。

 
臭
化
メ
チ
ル
剤
は
、
土
壌
伝
染
性
病
害
虫

や
雑
草
に
よ
る
被
害
防
止
に
卓
効
を
示
す
土

壌
消
毒
剤
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
農
業
現
場
で

広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
オ
ゾ
ン

層
破
壊
関
連
物
質
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら

そ
の
製
造
と
使
用
は
国
際
的
に
規
制
さ
れ
、

日
本
を
含
む
先
進
諸
国
で
は
2
0
0
5
年
以

降
は
ど
う
し
て
も
必
要
（
不
可
欠
）
な
場
合

や
検
疫
な
ど
特
別
の
用
途
以
外
で
の
使
用
は

原
則
廃
止
さ
れ
た
。

 臭
化
メ
チ
ル
剤
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢

 
臭
化
メ
チ
ル
剤
を
不
可
欠
用
途
用
と
し
て

使
用
す
る
に
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書

締
約
国
会
合
に
使
用
を
申
請
し
、
会
合
が
メ

チ
ル
技
術
選
択
肢
委
員
会
（M

B
T
O
C

）
の

査
定
を
参
考
に
、
経
済
的
か
つ
実
用
的
に
実

行
可
能
な
代
替
技
術
が
皆
無
と
判
断
し
申
請

を
認
可
す
る
必
要
が
あ
る
。
我
が
国
は
ク
リ

シ
ギ
ゾ
ウ
ム
シ
を
対
象
と
す
る
く
ん
蒸
用
と
、

メ
ロ
ン
え
そ
斑
点
病
（
図
2
）
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
類
モ
ザ
イ
ク
病
（
図
3
）
、
キ
ュ
ウ
リ
緑

斑
モ
ザ
イ
ク
病
、
ス
イ
カ
緑
斑
モ
ザ
イ
ク
病

な
ど
の
土
壌
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス
病
お
よ
び
シ

ョ
ウ
ガ
根
茎
腐
敗
病
を
対
象
に
土
壌
消
毒
用

と
し
て
不
可
欠
用
途
の
使
用
を
申
請
し
て
き

た
。
2
0
0
6
年
ま
で
は
申
請
が
ほ
ぼ
全
量

認
め
ら
れ
た
が
、
2
0
0
7
年
以
降
は
認
可

率
が
減
少
し
（
図
4
）
、
ま
た
、
2
0
1
1

年
ま
で
に
は
完
全
に
全
廃
せ
よ
と
の
勧
告
も

M
B
T
O
C

か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
勧

告
に
対
し
て
日
本
は
、
現
状
で
は
臭
化
メ
チ

ル
剤
を
全
廃
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
2
0
1
3
年
を
全
廃
期

限
と
す
る
「
不
可
欠
用
途
臭
化
メ
チ
ル
国
家

管
理
戦
略
」
を
独
自
に
作
成
し
、
そ
れ
ま
で

に
計
画
的
に
代
替
技
術
体
系
を
開
発
す
る
こ

と
で
理
解
を
求
め
た
。
そ
の
回
答
に
、

M
B
T
O
C

は
理
解
を
示
し
た
が
、
前
提
で
あ

る
代
替
技
術
の
開
発
が
少
し
で
も
停
滞
す
れ

ば
「
真
剣
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」

と
し
て
全
廃
期
限
の
前
倒
し
が
再
燃
す
る
恐

れ
は
消
え
て
い
な
い
。

臭
化
メ
チ
ル
剤
か
ら
脱
却
す
る
栽
培
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
開
発

 
我
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
に
臭
化
メ
チ
ル
剤

に
代
わ
る
各
種
の
土
壌
病
害
防
除
技
術
を
開

発
し
て
き
た
。
し
か
し
個
々
の
技
術
単
独
で

は
効
果
が
不
十
分
あ
る
い
は
経
済
的
に
実
効

性
を
伴
わ
な
い
な
ど
、
現
在
の
生
産
現
場
で

は
必
ず
し
も
臭
化
メ
チ
ル
剤
へ
の
依
存
か
ら

脱
却
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
年
度
か

ら
農
林
水
産
省
の
競
争
的
資
金
に
よ
り
、
中

央
農
研
を
中
心
に
独
法
、
公
立
お
よ
び
民
間

合
わ
せ
16
の
研
究
機
関
が
参
加
す
る
「
臭
化

メ
チ
ル
剤
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
産
地
適
合

型
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
開
発
」
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
５
年
計
画
で
開
始
し
た
。
こ
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
産
地
で
慣
行

と
な
っ
て
い
る
臭
化
メ
チ
ル
剤
を
利
用
し
た

栽
培
歴
に
取
っ
て
代
わ
り
、
現
在
利
用
で
き

る
個
別
技
術
を
体
系
化
、
あ
る
い
は
新
規
個

別
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
な
が
ら
そ
れ
ら

を
順
次
体
系
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

2
0
1
3
年
ま
で
に
実
効
性
の
あ
る
脱
臭
化

メ
チ
ル
剤
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
開
発

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
如
何
が
、
現
場

に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
く
2
0
1
3

年
ま
で
に
、
臭
化
メ
チ
ル
剤
か
ら
の
完
全
脱

却
へ
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
か
否
か

を
決
め
る
こ
と
に
な
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
極
め
て
責
任
の
重
い

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
現
場
の
期
待
を
担
う
や
り
が
い
の
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
米
の
生
産
調
整
に
よ
る
水
田
の
畑
地

利
用
が
開
始
さ
れ
て
40
年
ほ
ど
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
近
年
、
転
換
畑
に
作
付

さ
れ
た
大
豆
の
生
育
と
収
量
性
が
思
わ

し
く
な
く
、
『
地
力
』
の
低
下
を
懸
念

す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
水
田
と
比
較
し
て
畑
で
は
、
表
面
土

層
の
通
気
が
充
分
な
た
め
土
壌
に
い
る

微
生
物
や
小
動
物
の
活
性
が
大
き
く
て

有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
、
有
機
物

の
量
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
実
際
の
圃
場
で
も
、
水

田
を
畑
地
利
用
す
る
期
間
が
長
く
な
る

に
つ
れ
、土
壌
中
の
有
機
物
が
分
解
し
て

減
少
し
『
地
力
』
の
低
下
の
傾
向
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
ま
し
た
。
有
機

物
の
減
耗
は
、
作
物
生
育
期
間
中
に
土

壌
か
ら
供
給
さ
れ
る
窒
素
養
分
量
の
減

少
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
水

田
土
壌
に
つ
い
て
作
物
へ
の
供
給
量
の

目
安
で
あ
る
可
給
態
窒
素
量
を
調
べ
ま

し
た
。

水
田
土
壌
の
可
給
態
窒
素
量
の
低
下

　
私
た
ち
の
研
究
所
の
水
田
圃
場
で
は
、

可
給
態
窒
素
量
は
過
去
5
年
間
の
大
豆

作
付
回
数
に
応
じ
て
ほ
ぼ
直
線
的
に
減

少
し
て
い
ま
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、

3
年
１
巡
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
が
実
施
さ
れ
て
い
る
生
産
者
の
圃
場

で
も
、
水
稲
作
付
後
で
比
較
す
る
と
、

可
給
態
窒
素
量
は
、
水
田
を
続
け
て
い

る
圃
場
（
転
作
な
し
）
に
比
べ
て
小
さ

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
圃
で
大
豆
作
付
直
後
に
可
給
態
窒
素

量
が
大
き
い
現
象
は
、
大
豆
作
が
有
機

態
窒
素
成
分
の
可
給
態
化
を
過
度
に
促

進
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
後
の
有

機
物
減
耗
に
つ
な
が
る
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　
一
方
、
粗
粒
質
の
土
壌
が
広
が
り
『
地

力
』
の
低
下
が
著
し
い
と
み
ら
れ
る
富

山
県
で
は
、
大
豆
作
付
回
数
の
異
な
る

生
産
者
圃
場
の
土
壌
を
ポ
ッ
ト
に
詰
め

て
大
豆
の
栽
培
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
大
豆
の
作
付
回
数
が

多
く
、
土
壌
の
可
給
態
窒
素
量
が
小
さ

い
ほ
ど
大
豆
の
子
実
収
量
が
低
く
な
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
３
）
。

　
可
給
態
窒
素
量
の
低
下
は
、
生
産
者

の
圃
場
で
も
認
め
ら
れ
、
大
豆
の
生
育

に
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
現
在
は
、
土
壌
へ
の
有
機

物
施
用
に
よ
る
可
給
態
窒
素
増
強
対
策

技
術
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

! !

市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中
心
に
お
話

す
る
市
民
講
座
を
19
年
10

月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

毎
月
、第
２
土
曜
日（
9
時

30
分
〜
10
時
30
分
）に
食

と
農
の
科
学
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
14
回
11
月
8
日（
土
）

　
　
ナ
タ
ネ
・
ヒ
マ
ワ
リ

　
　
で
地
域
お
こ
し

第
15
回
12
月
13
日（
土
）

　
　
身
近
な
野
鳥
を

　
　
知
る

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
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9
│

8
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8
│

8
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7
4

農
業
情
報
・
情
報
技
術
世
界
会
議

（
東
京
農
業
大
学
）

　
農
業
情
報
・
情
報
技
術
世
界
会
議
（IA

A
L
D
-

A
F
IT
A
-W
C
C
A
 
2008

）
が
農
研
機
構
も
共
催
し

て
8
月
24
日
〜
27
日
の
間
、

東
京
農
業
大
学
厚
木
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
43
ヶ
国
か
ら
外
国

人
1
7
0
名
を
含
む

2
6
0
名
が
参
加
し
、

2
2
0
の
講
演
発
表
に

対
し
熱
心
な
討
議
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
中
央
農
研

は
二
つ
の
ワ
ー
ク
シ
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図1 過去5年間の大豆作付回数と可給態窒素量
 との関係

図2 転作の無い圃場と3年1巡ブロックローテー
 ションにおける前作状況別の可給態窒素量

図3 可給態窒素量と大豆子実重との関係
 （富山農総センター）


